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第 31 回例会 

 

会 報 No.1179 豊橋東ロータリークラブ 

事務局：豊橋市花田町石塚 42 豊橋商工会議所内 TEL 0532-56-8566  FAX 0532-39-7520 

会長：齊藤伸明、副会長：平野正博、幹事：水谷朱美、出席・会報委員長：坂牧博美 

令和 4 年 4 月 20 日(水) 18：30～20：30 

例会場：ホテルアークリッシュ豊橋 5Ｆ ザ・グレイスＡ 

担当：理事会／親睦活動 

ロータリーソング「それでこそロータリー」/「四つのテスト」：伊藤 篤哉 さん 

ゲスト なし 
 

出席報告 会員総数 計算会員 出席免除者数 欠席 出席率 4 月 6 日修正出席率 ビジター 

51 名 44 名 7 名 12 名 72.73％ 91.11％ 4 名 
 

会長挨拶                   齊藤 伸明 会長  各クラブ事例発表 

豊橋東 RC 荒木 聖行 国際奉仕委員長 社会奉

仕委員長の中澤さんが急遽参加でき

なくなってしまいましたので、私が

発表させていただきます。小学生向

けのバレーボール教室関係の事業を

継続的におこなっています。本年度は、コロナ感

染症流行真最中ではありませんでしたが、検査キ

ットを使って感染対策をしっかりして事業をお

こないました。受付は桜丘孫便り IAC の生徒さ

んや地元のクラブチームのお母さん方に手伝っ

ていただいて、７名のプロ選手の方に来ていただ

いて教えていただきました。プロの選手の方が、

すごく熱心に教えてくれて、メンバーも若い我々

だけでなく、先輩方のスタッフとして色々と動い

ていただきました。初心者で参加してくれたこの

中で、４人の子がこの事業をきっかけにクラブチ

ームに入ってバレーボールを始めたと伺いまし

た。本年度は短縮して午前中で終わりましたが、

次年度は午前と午後と、予定通りに行いたいと思

います。バレーボール教室では、子どもたちもす

ごく喜んでくれましたが、それだけでなく、我々

メンバーも年齢関係なく一緒に一つの事が出来

て、元々距離があった訳ではありませんが、さら

に一つにまとまって、絆が出来たと思います。

2022-23 年度は、私が担当してバレーボール教室

を行う予定です。今年を超える事業にしたいと思

っています。 

豊橋南 RC 山崎 和利 副幹事 2009 年 6 月に入 

会して、本年度で 13 年目になりま

す。直前会長の長谷川さん年度で、

8 名の新会員の方が南クラブに入会

しました。神戸会長年度で一人入っ

ています。新会員の方が入ってクラブが活気を呈

しています。すごくいいなと思っております。 

豊橋東ＲＣは南ＲＣを親クラブとして発足して

26 年が経ちます。当初 22 名の方が移籍され新たに

8 名の方が入会され 30 名でのスタートとなりまし

た。南クラブさんとの合同例会は平成 29 年からは

じまり今年で 5 回目ですがこの例会で発足当時の

知らないエピソードを聞くことが一つの楽しみと

なっています。コロナの影響もかなり薄れ、こうし

てお酒を飲みながらの合同例会ができることが大

変うれしく思います。先月は田原ＲＣさんと、来月

は田原パシフィックＲＣさんと合同例会が続き 

会員の活動の刺激になればと思っています。本日の

席は東クラブ流にくじ引きで決めさせていただい

ております。東クラブでは毎回、席をくじ引きでラ

ンダムに決め世代を超え多くの人とお話ができる

ようにしております。今回も南クラブの会員さんと

世代を超えたお話ができると良いと思っています

のでご考慮いただければ幸いです。これからも交流

をはかりながら両クラブがさらに発展していくこ

とを祈願いたします。 

本日のプログラム 

豊橋南 RC との合同例会 

乾杯 豊橋南 RC 赤井 知久 さん 

50 年ほど前に入会してからしばらく

の間、合同例会というのは経験したこ

とがありませんでした。最近は、合同

例会をあちこちでやられていて、大いに良いことだ

と思います。クラブ同士、独立性があるのも結構で

すが、他のクラブの良いところを学ぶ、そして我々

のやっていることを見ていただく、そういう意味で

も繋がりは広がったほうが良いと思います。ぜひ続

けてそれぞれのクラブがさらに発展していくこと

を祈念して、またお集りの皆様の健康を祈念して乾

杯をしたいと思います。 

クラブテーマ 心はひとつ One for all,all for one 

               「一人はみんなのために、みんなは一つの目的のために」 

ＲＩテーマ 奉仕しよう みんなの人生を豊かにするために 

SERVE TO CHANGE LIVES 



ただ、例会は出席するのが義務であると教えられて

きましたが、まだ入りたてでクラブのルールを熟知

していなく出席できていない方がいます。私は入会

して以来、出席率はずっと 100％しております。こ

れから我々が、入会 3 年未満の方にメークアップ

とはこういうことだよ、例会とはこういうものだと

言う事を優しく伝えながら出席率を 100％にして

いけるようにしたいと思います。 

豊橋東 RC 柳瀬 秀昭 青少年奉仕委員長 当クラ

ブが提唱ロータリークラブとなり設立

された桜丘学園孫便りインターアクト

クラブについて話させていただきま

す。2011 年の東日本大震災からその爪

痕もはっきり感じられる 2013年から 4年間続いた

東北支援事業で高校生たちのボランティア支援事

業から、次第に心の交流事業へ発展していきまし

た。この事業で中心に活動したのが桜丘学園孫便り

の会という同好会でした。その後も様々な活動で、

継続的に関りを持つことはクラブでも有益で大切

だということで、インターアクトクラブ設立への動

きが、2018 年・2019 年に始まりました。簡単に設

立できた訳ではなく、様々紆余曲折がありました。

メンバー同士の理解を深めるための機会も何度も

持ち、時間をかけながら設立への準備をしました。

インターアクトクラブのあるクラブは、どこも大き

なクラブで会費収入も安定していますので、当時西

会長が取った手段が会員増強でした。会員が増えた

ことで、インターアクトクラブ認証式を迎える事が

出来ましたが、すぐにコロナの蔓延があり、大きな

活動はままならないまま過ぎております。これから

も我々とインターアクトクラブと良い関係を作っ

て、お互い感動しあいながら良い事業を進めていき

たいと思っています。 

豊橋南 RC 伴野 公彦 職業奉仕委員長 精麦業と

言いまして、麦飯の麦を作る会社をや

っています。戦後は 1000 社くらいあ

ったのですが、今は 10 社くらいしか

残っていません。入会は 2108 年で、

今年 4 年目になります。職業奉仕の委

員長を務めさせていただいています。1 月の下旬

と、3 月の下旬に 2 回例会を初めてやらさせていた

だきました。1 月はエムキャンパスの見学、3 月は

久遠チョコレートの方を講師に呼びました。テレビ

にも出ていますが、実は、高校時代のテニス部の同

級生で、3 年間厳しいテニス部ですごしました。そ

んな彼が、障がい者の方を雇用して事業をしている

事を職業奉仕の例会で話してもらえるように依頼

しました。普段は断るそうですが、伴野さんの依頼

ならと受けていただけました。職業奉仕の委員長に

なるにあたっ 

 て、入会当時にいただいたロータリーの本で、職

業奉仕とは、ロータリーとは、を自分なりに紐解

きながら今年 1 年はやってまいりました。最後

に、私は入会する時にロータリだからと構えてし

まわないで、ロータリーに入ると言うことは歯磨

きをするのと一緒なんだと、毎日歯磨きをする、

つまり生活の一部なんだという感覚でやってお

ります。引き続きご指導していただいて、両クラ

ブの皆さんにお世話になることがあると思いま

す。よろしくお願いいたします。 

馬淵 紀充 会員増強・職業分類委員長 突然の登

場です。伴野さんとは、いとこ

で、幼稚園から一緒に過ごして

いる中で東クラブにお誘いし

たのですが、南クラブに入るこ

とが決まっているのでごめん

なさいと言われました。一足遅かったというお話

でした。 

まとめの言葉 

豊橋東 RC 小林 佳雄 さん 南クラブの皆さま、

東クラブに来ていただいてありが

とうございます。合同例会を楽しみ

にしていました。懐かしい人がたく

さんいます。南クラブに入った時

は、10 坪の店で板長をしていて、外の人としゃ

べったことが無く、毎回の例会に行くときには、

びくびくしていたのを覚えています。だんだん人

と話しを合わせること、どのタイミングで自分の

思っている事を言うのかということを覚えまし

た。仕事以外、自分のネットワーク・同級生のネ

ットワーク以外なかった僕が、少しづつ大人にな

っていくきっかけを作ってくれました。それから

知らないうちに 26 年間経ちました。26 年間、お

互いのクラブで歴史があって、アイデンティティ

ーや思い出になっているな、人と人との繋がりの

起点になっているなと今日感じました。南と東と

5 年、10 年、15 年と続いていけば、別の刺激が

あって、本当に何かが際限なく生まれるんだろう

なと、若い 4 人のお話から感じました。 

 

 

原稿：柴田 國汎 さん／写真：山内 朝貴 さん 


